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表紙説明

CO2 鉱物固定のナチュラル・アナログにあたる鉱物脈

CO2 地中貯留では極めて長時間経過後には，貯留した CO2 が貯留層内での地化学反応によって炭酸塩鉱物になる

と考えられている（鉱物固定）．表紙の画像は，ドーソン石（Dawsonite，NaAl(CO3)(OH)2）と不定比ドロマイト

（Dolomite，(Ca,Mg)2(CO3)2）から成る鉱物脈．ドーソン石は希産鉱物で，鉱物固定に向けた反応で沈殿する可能性

があるとされるが，鉱物固定の実体としてはこの画像のドロマイトなど，産出が普遍的な炭酸塩鉱物の寄与が大き

いとみられる．群馬県藤岡市日比野産．反射電子像を画像処理．

（写真・文：奥山康子１）　１）産総研 地圏資源環境研究部門 ）
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Dawsonite-dolomite vein as a possible natural analogue of CO2 mineral trapping, Fujioka, Gunma Prefecture. (SEM 
photograph and caption by Yasuko Okuyama)
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